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暖
期
の
セ
ッ
ト
釣
り
は
、
い
わ

ゆ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
タ
ー
の
釣
り
と

見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
最
近
は
そ
の

大
き
な
効
果
が
広
く
認
め
ら
れ
、

多
く
の
一
般
釣
り
人
に
も
浸
透
し

て
き
て
い
る
。

中
小
ベ
ラ
の
多
い
管
理
釣
り
場

で
、
数
釣
り
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
頃

は
両
ダ
ン
ゴ
の
釣
り
が
主
流
だ
っ

た
が
、
こ
の
10
年
、
管
理
釣
り
場

の
魚
が
大
型
化
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
両
ダ
ン
ゴ
だ
け
で
は
太
刀
打

ち
で
き
な
く
な
っ
た
。

セ
ッ
ト
釣
り
は
、
バ
ラ
ケ
で
寄

り
の
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

が
ら
、
く
わ
せ
で
確
実
に
釣
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
両

ダ
ン
ゴ
で
は
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
な
く
は
な
い
が
、
非
常

に
狭
く
難
し
い
。
そ
の
狭
く
難
し

い
と
こ
ろ
が
時
間
の
ロ
ス
と
し
て

現
れ
て
し
ま
う
。
短
時
間
勝
負
の

釣
り
に
お
い
て
、
エ
サ
合
わ
せ
が

難
し
け
れ
ば
難
し
い
ほ
ど
時
間
が

掛
か
り
、
釣
果
に
結
び
つ
か
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
。

両
ダ
ン
ゴ
で
打
ち
始
め
る

と
、
最
初
は
面
白
い
よ
う
に

い
い
ア
タ
リ
で
乗
っ
て
く
る

が
、
次
第
に
カ
ラ
ツ
ン
や
ス

レ
が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
へ

ら
鮒
が
寄
り
す
ぎ
た
た
め
。

セ
ッ
ト
釣
り
は
寄
せ
る
た
め

の
ダ
ン
ゴ
が
ひ
と
つ
。
す
な

わ
ち
両
ダ
ン
ゴ
の
打
ち
始
め

と
同
じ
状
態
を
長
く
保
つ
こ

と
が
で
き
、
余
分
な
カ
ラ
ツ

ン
や
ス
レ
を
防
げ
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
セ
ッ
ト
釣
り
は
両
ダ

ン
ゴ
よ
り
短
い
ハ
リ
ス
が
使
え
る

の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。
浅
ダ
ナ
の

釣
り
で
は
短
い
ハ
リ
ス
ほ
ど
余
分

な
ア
タ
リ
が
出
に
く
く
、
強
い
食
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両ダンゴでへら鮒を寄せすぎてしまうと、スレやカラツ
ンが増え、釣りにくい。セット釣りであれば寄せる量を
コントロールできるので、釣りやすくなる。
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い
ア
タ
リ
を
出
す
こ
が
と
で
き
る

つ
ま
り
セ
ッ
ト
釣
り
に
す
る
こ
と

で
、
余
分
な
ア
タ
リ
を
減
ら
し
、

強
い
ア
タ
リ
だ
け
を
取
っ
て
い
け

る
状
態
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
釣
り
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
短
竿
、
小
ウ
キ
、
短
バ
リ
ス

だ
。
短
い
竿
で
多
く
の
寄
り
を
必

要
と
せ
ず
、
小
ウ
キ
に
よ
っ
て
、

カ
ラ
ツ
ン
を
減
ら
す
。
短
バ
リ
ス

に
よ
っ
て
、
余
計
な
ア
タ
リ
を
出

さ
な
い
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
ア
タ
リ
を
確
実
に
釣
果
に
結

び
付
け
て
い
く
釣
り
だ
。

さ
ら
に
、
細
め
の
ミ
チ
イ
ト
・

ハ
リ
ス
を
使
う
こ
と
。
細
い
ラ
イ

ン
を
使
う
の
は
、
使
う
ウ
キ
が
小

さ
い
か
ら
で
、
ラ
イ
ン
に
よ
る
抵

抗
を
少
な
く
す
る
た
め
だ
。
ま
た

セ
ッ
ト
と
は
い
っ
て
も
、
暖
期
は

下
ハ
リ
ス
が
短
く
て
十
分
で
あ
る
。

大
会
な
ど
で
へ
ら
鮒
を
引
張
り

っ
こ
す
る
と
、
一
人
当
た
り
の
量

は
ぐ
ん
と
減
る
。
あ
る
程
度
寄
せ

て
も
、
へ
ら
鮒
が
競
い
食
い
す
る

ほ
ど
の
量
に
は
足
り
な
い
こ
と
が

多
い
。
こ
の
状
態
が
作
れ
な
い
と
、

ダ
ン
ゴ
で
の
釣
果
は
伸
び
な
い
。

お
の
ず
と
セ
ッ
ト
釣
り
が
有
利
に

な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ウドンでも「ヒゲトロ」でもOKの単品仕様

パウダーベイトセット400㏄＋
水100㏄

＋

パターン 1

エサの大きさ&オモリ量
バラケ

く
わ
せ

実寸大

●バラケのサイズ
エサの大きさは、
直径1.5㎝くらい
で、きれいに丸く
付ける。

●くわせのウドンは、6×6
㎜くらい。トロロは、少量
をハリに引っ掛ける。

オモリのサイズ●
ボディー４～６㎝の小ウキを使用す
るので、0.25㎜厚の板オモリでオ
モリ負荷は８㎜×15㎜～15㎜×
20㎜といったところ。

板オモリ
実寸大

単品でも役割充分の「パウダーベイ
トセット」だが、これに「底バラ」を
ブレンドする応用もある。単品で軽す
ぎると思えば、「パウダーベイトセット」
300㏄＋「底バラ」100㏄＋水100
㏄や、「パウダーベイトセット」200
㏄＋「底バラ」200＋水100㏄など。
さらには逆転させ、「パウダーベイトセ
ット」100㏄＋「底
バラ」300㏄＋水
100㏄。この配合は
粉4対水1で丁度良く
できるのでどのブレン
ドが良いか迷っている
人にはおすすめだ。

くわせは、「ヒゲ
トロ」か「彩」を

使う。基本的な考え方は、ダンゴへ
の反応が強いときは「ヒゲトロ」、
渋いときは「彩」と覚えておこう。

エサ使いのコツ

～

くわせ
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ウドンセットのバラケはやや重めが基本

ダンゴの底釣り夏100㏄＋
新Ｂ200㏄＋
セット専用バラケ200㏄＋
水200㏄＋軽麩200㏄

パターン 2

これを基エサに、「軽麩」で持たせ
具合を調整する。くわせは「感嘆」、

「特選わらび・彩」。バラケをはやめ
に抜いて釣れる場合はこのままのブ
レンドだが、持たせた方がいい場合
は、このブレンドでは重くなり、ウ

キが沈没してしまうので、水50㏄を
加え「軽麩」を200㏄ずつ加えてい
く手直しがいいだろう。軽くなり芯
持ちも良くなると言うわけだ。

エサ使いのコツ

＋ ＋ ＋ ＋

「ヒゲトロ」セットのバラケはやや軽めが基本

特Ｓ200㏄＋ＧＴＳ400㏄＋
浅ダナ一本200㏄＋水200㏄＋
バラケマッハ100㏄または、
浅ダナ一本200㏄

パターン 3

ネバ系のダンゴタッチのバラケで、そ
のまま両ダンゴへの移行も可能。ボソっ
気が欲しいときは「バラケマッハ」、持た

せたいときは「浅ダナ一本」でしめる。「ヒゲトロ」のセ
ット釣りの場合、余計なアタリが出るときはバラケのネバ
リが足らないか、下ハリスが長いか。手水で押し練りを加
え、落ち着きが出ないときは下ハリスが長いと考えよう。

エサ使いのコツ

＋ ＋ ＋ ＋
または、

●くわせは「彩」
または、「感嘆」

●くわせは
「ヒゲトロ」
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暖期の浅ダナセット釣り?こんな時どぉする

最初は
良いアタリで
釣れていたが
次第にカラツンに
なってきた

これは最も良くあるケース。エサ打ちを繰り返すことで寄りが増え
てきたため、下ハリスが長すぎることが考えられる。まず、１～２㎝
短くしてみよう。それでアタリが消えてしまったら、原因は下ハリス
の長さでなかったということなので、下ハリスを元に戻し、バラケの
大きさの変化をつけてみよう。
バラケの大きさの変化により、魚がアタックする位置が変わってく
るので、カラツンが消えることがある。さらに、バラケの一部に手水
を加えやわらかくしてみる。やわらかいものと元のエサを打ち分けて
芯持ちに変化をつけてみる。またバラケの一部に「軽麩」を足してボ
ソを出してみる。そして元のバラケに戻す。
始めきちんと当たって乗っていたということはそのエサが正解に近
いと言えるので、そのエサの周辺を探ることで、方向性が見えてくる
はずである。
またかなり時間が経ってしまったときは、同じ配合で作り変えるが、
今度は少なめに作って経時変化が出る前に使い切るように調整しよう。

ウキが突き上げ
られるような
動きをする
これは、バラケが持っていないと判断する。
バラケがタナまで持っていないということ
は、狙うタナより高い位置でエサがバラけて
しまっているため、へら鮒がウワズリ気味に
なり、こういう動きが出やすくなる。対応と
しては、「スーパーＤ」などを加え硬めに練
り込んでみること。

ウキが踊るように
動くが、きちんとした
決めアタリが出ない

バラケがボソでも
やわらかくしても
カラツンばかり

これは、くわせエサが合っていないと考えられ、ウド
ンを使っているときに起こりやすい。このような場合は、
すかさず、くわせエサを「ヒゲトロ」に替えてみる。そ
の際に、下ハリスを少し短くするのがコツだ。

段々アタリが
少なくなってきた

ペレットが効果的な池で、ペレットの入っ
ていないバラケを使っていると起こりやすい
現象。この場合、バラケをペレット入りの配
合に替えてみる。
また重過ぎるバラケでもこのようなことが
起きるので、ペレット系や、底釣り系エサを
少なくして作り変えることも必要。

上バリのエサがバラケ過ぎているため、へら
鮒を集中して寄せられていないので、余計な動
きが出てしまう。まずは、バラケを練り込んで、
開きを抑えてみることだ。それでもウキの動き
がおかしいときは、バラケへの反応が強すぎる
と判断し、上ハリスを短くする。さらに、余計
なアタリが多いときは下ハリスも短くする。


